わたしに どんな 一 つの 特権が あるので はない。 わた 

し はわた しとして 基本的な 人間の 権利 を 明らかにして 

いる だけで ある。 むご さとい う 感覚 を とりおとした 人 

間 消耗の 気風に は 承服し ないで いるので ある。 

病気 は 病気で あると いう 事実に た つ て 処理しながら、 

わたしが 仕事 を 中絶 しないの は、 階級 的な 「作家の 資 

格に おいて」 民主 革命の 課題 は 文学の 仕事 そのものに 

よって どう こたえられて ゆく もの か、 革命 を 人間の 事 

業と して どのように 肉 づけ 得る かとい う 一 つの 実例 を 

発見した いと 思って いるから である。 書きたい ものと、 

書かなければ ならない ものと (「書かなければ ならな 



いもの」 の 実体に ついては、 こまかに ふれられるべき 

だけれ ども、 ここに は 省略す る) の 統一 の モメント は、 

政治 生活と 文学 生活の 二重 性 —— 党 的 生活と 小巿 民生 

活の 二重 性 を、 そのまま 二 枚 かさねと して 肯定す る だ 

けのと ころに は 見出されない。 こんにち、 政治の 優位 

性と いう こと を 苦しい までに 素朴に 解釈して いる 部分 

が ある。 その ずれで 苦しんで いるの は 熱 田 五郎 氏ば か 

リ ではない。 その 政治の 貧困 さ を 補充して ゆく ために 

は、 民主的な 政治 そのものの 具体的な 成熟が 期待され 

ると 同時に、 文学 は 文学の 側から 自身の 独自性の うち 

により 人間ら しい 政治 性 を 豊富に 発育 させ、 政治の 多 



ぶり (それ は 党員で ある 文化 関係の 人々 だけに 限られ 

ていない) そのもの を 援助し、 新たな 展開、 精神の 成 

長の 可能 を この 社会の 現実の 中に うち ひらいて ゆく の 

が、 党と しての 責任 だろうと 解釈して いる。 そのよう 

な 文化 上の 責任に 対して、 直接 党に むすばれ ている 学 

者 • 芸術家 はまず 自分た ちの 生き かたと 仕事の やり か 

た そのもので、 より ひろい 一般的な 可能が 開かれ、 そ 

の 具体的 で 妥当な 前進 の 方法が 普遍 化さ れる ために 骨 

を 折らなければ ならな い の だと 思う。 

平野 氏 は、 この 数年 来、 民主主義 文学 を 語る とき、 

小 林 多 喜 二 を 語る とき、 党に ついて 語る とき、 一種の 



のに ついては、 その 全体 を 一 つの 文学的 現実と して 読 

みとる のが 当然な 態度で ある。 一 つの 書いた ものの な 

かから、 偶然の 誤記 を 機会に、 書いて ある ことと はま 

るで 方向の ちがった 結論 を ひき 出して、 自身の コンプ 

レックス を 展開す る こと は、 公正で ないし、 文学と い 

う ものの 客観的な 真実 を 尊重す る 本質 も ふみにじ つ て 

いる。 

『近代文学』 十月 号の 話で、 平野 氏 は 雲に のった 孫 悟 

空の ように、 自身 を あらわし ている。 いま そこに ある 

一 つの ことで わたし を 非難した かと 思う と (作家ら し 

すぎる という ことで)、 翻って、 わたしが 非難され た そ 



れとは 正反対の ものである として (わるい 意味で 云わ 

れ ている 組合の 指導者) 逆から 非難す る。 この わざ は、 

言葉の あや を かいくぐって 連続 的に 行われて いるが、 

たとえば その 足 許の 雲と なって いる 一 つの 誤記が、 誤 

記と わかって しまった とき、 孫 悟空の 雲 は 消散して、 

さて 一 場の てんまつ はどうな るだろう。 

文学の こと は、 それにつ いて 話したい こと を 話す ひ 

との もの だけで はなくな つて 来て いる。 

〔 一 九 五 〇 年 一 月〕 
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